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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年1月14日(2016.1.14)

【公開番号】特開2014-119688(P2014-119688A)
【公開日】平成26年6月30日(2014.6.30)
【年通号数】公開・登録公報2014-034
【出願番号】特願2012-276557(P2012-276557)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ｅ
   Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成27年11月19日(2015.11.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　図４は、実施形態１に係るプロジェクターの全体的な制御を説明するフローチャートで
ある。なお、図４は主には画像表示制御部４００が行う処理の流れを説明するものである
。まず、電力が供給されると（ステップＳ１）、リモコンからの制御信号を待っている状
態（制御待ち状態という。）となり、リモコンから動作開始のための制御信号が与えられ
ると、表示すべきコンテンツ画像を表示可能とするためのスレッド（コンテンツ画像表示
スレッドという。）を起動するとともに投写姿勢調整を可能とするためのスレッド（投写
姿勢調整スレッドという。）を起動する（ステップＳ２）。なお、リモコンは、プロジェ
クターＰＪ１の付属品として設けられているものであってもよく、また、例えば、スマー
トホンなどの携帯端末機器が制御機能を有している場合には、当該携帯端末機器をリモコ
ンとして用いることもできる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　一方、ステップＳ１２において、基準画像消去コマンドが与えられた場合（ステップＳ
１２において「ＹＥＳ」の場合）には、ステップＳ８に処理が移行する。このステップＳ
８において、基準画像表示コマンドではないと判定された場合には、その他の調整を行う
ための制御コマンドに基づく調整処理（例えば、キーストーン補正処理など）を行う（ス
テップＳ１３）。そして、その他の調整処理の終了コマンドが与えられたか否かを判定し
（ステップＳ１４）、その他の調整処理終了コマンドが与えられた場合（ステップＳ１４
において「ＹＥＳ」の場合）には、ステップＳ５に移行し、その他の調整処理終了コマン
ドが与えられていない場合（ステップＳ１４において「ＮＯ」の場合）には、ステップＳ
８に移行する。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　図６（ｄ）は図５のステップＳ３４を具体的に示す図であり、図６（ｄ）に示すように
、基準画像ＳＧ１における左端付近の所定位置Ｐ１と当該所定位置Ｐ１を通り基準画像Ｓ
Ｇ１に直交する線分上における上辺Ｅ１の左端付近の所定位置Ｐ２との距離ｄ１と、基準
画像ＳＧ１における所定位置Ｐ１と当該所定位置Ｐ１を通り基準画像ＳＧ１に直交する線
分上における下辺Ｅ２の左端付近の所定位置Ｐ３との距離ｄ２とが等しくなり、かつ、基
準画像ＳＧ１における右端付近の所定位置Ｐ４と当該所定位置Ｐ４を通り基準画像ＳＧ１
に直交する線分上における上辺Ｅ１の右端付近の所定位置Ｐ５との距離ｄ３と、基準画像
ＳＧ１における所定位置Ｐ４と当該所定位置Ｐ４を通り基準画像ＳＧ１に直交する線分上
における下辺Ｅ２の右端付近の所定位置Ｐ６との距離ｄ４とが等しくなるように、プロジ
ェクター筐体部２００を中心軸回りに回転させて行く。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　枠画像ＦＧ１が図６（ｅ）に示すような台形となったら、プロジェクターＰＪ１が有す
る補正機能（この場合はキーストーン補正機能）を用いて台形補正を行う（図５における
ステップＳ３６）。これによって、枠画像ＦＧ１は表示面上において矩形となる（図６（
ｆ）参照。）。なお、図６（ｆ）は基準画像ＳＧ１が消去されている状態が示されている
。基準画像ＳＧ１の消去は、基準画像消去コマンドを与えることによって実行される（図
４のフローチャートにおけるステップＳ１２参照。）。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　以上説明したように、実施形態１に係るプロジェクターによれば、プロジェクターＰＪ
１の投写姿勢調整を行う際には、表示面上に図６（ｃ）に示すような枠画像ＦＧ１と基準
画像ＳＧ１とを表示させ、ユーザーは、表示面上に表示されている枠画像ＦＧ１と基準画
像ＳＧ１とによって、第１投写姿勢調整操作及び第２投写姿勢調整操作を行うことができ
る。そして、第１投写姿勢調整操作及び第２投写姿勢調整操作が終了したら、プロジェク
ターＰＪ１がもともと有する補正機能（キーストーン補正など）を用いた補正を行うこと
により、図６（ｆ）に示すように、水平線Ｈに対する傾きがなく、かつ、矩形の画像とす
ることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】
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